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１．会社概要 

■商号         株式会社 横山樹脂工業 

■所在地        〒370-0614 群馬県邑楽郡邑楽町赤堀 3985番地 

                TEL：0276-88-4013  FAX : 0276-88-6120 

■創立         昭和 44年 5月 21日 

■資本金       10,000,000円 

■代表         代表取締役社長 横山 政幸（ヨコヤマ マサユキ） 

■環境管理責任者氏名    

専務取締役 横山 和哉（ヨコヤマ カズヤ） 

Tel:0276-88-4013 Fax:0276-88-6120 

E-Mail:yokoyamajyushi-2@po.cnet-ga.ne.jp 

■業務内容    ・射出成型機にてプラスチック製品の製造、加工 

■事業規模   

  

活動規模 単位 202２年 

従業員 人 １９ 

床面積 ｍ2 2500 

tel:0276-88-4013
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■実施体制と役割分担 

（株）横山樹脂工業 

EA21 実施体制 

   代表取締役    

   横山政幸    

          

          

   環境管理責任者    

   管理部 横山和哉    

          

              

           

            

EA21 環境事務局  本社  工場 

横山和哉  横山彰彦  横山友洋 

        

        

          

  役割・責任・権限 

代表取締役 ・環境経営に関する統括責任。 

  ・環境管理責任者を任命。 

  ・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を承認。 

  ・代表者による全体の評価と見直しを実施。 

  ・環境活動レポートの承認。 

 ・課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。 

  ・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を確認。 

  ・環境経営の取組結果を代表者へ報告 

  ・環境経営レポートの確認。 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局。 

  

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェッ

クの実施。 

  ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成。 

  ・環境経営の実績集計。 

  ・環境関連法規等取りまとめ表の作成 

  ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。 

  ・環境関連の外部コミュニケーション。 

  

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務

局への送付） 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

    ・問題点の発見、是正、予防処置     

    ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加。 
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2. 対象範囲 

■事業活動 

全組織 ：本社工場 

全活動 ：射出成型機によるプラスチック製造・加工  
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３．環境経営方針 

■環境理念 

(株)横山樹脂工業は、お客様や社会から信頼と満足をされるプラスチック射出成型加工

品を提供するにあたり、環境と調和した企業活動を行い、循環型社会の実現に貢献しま

す。 

■行動指針 

１．環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムに取り組み、環境関連の

法令、条例等を遵守すると共に、地域・業界・顧客の環境関連要求事項に配慮し、継

続的な環境経営の改善を図ります。 

２．環境への取組として、環境経営目標及び行動計画に下記の重点事項を定め、

環境経営方針に整合した活動を行います。 

１）電力及び燃料使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の削減を推進 

２）再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進 

３）日常的な節水活動の推進 

４）環境負荷の少ない製品の提供 

３．この環境経営方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。 

制定   平成 29 年 8 月 25 日 

改訂   令和 2 年 11 月 20 日 

株式会社横山樹脂工業  

代表取締役社長 横山政幸 
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4．環境経営目標 及び 実績 

当社の事業活動における環境負荷を「環境負荷チェックリスト」にて把握し、 下記の項目を環境

経営目標として策定しました。 詳細内容及び実績は下記の通りです。 

■環境経営目標 

項目 

基準値 

単位 

2021年度 2022年度 2023年度 

2016年度 
2021/9～

2022/8 

2022/9～

2023/8 

2023/9～

2024/8 

二酸化炭素排

出量削減 

543737 kg-CO2 505675 500238 489363 

削減比率（％） 7 8 9 

電力使用量削

減 

1059247 KWｈ 985099 974507 953322 

削減比率（％） 7 8 9 

ガソリン燃料消

費量削減 

5498 リットル 5113 5058 5003 

削減比率（％） 7 8 9 

軽油燃料消費

量削減 

6470 リットル 6017 5952 5887 

削減比率（％） 7 8 9 

節水の推進（測

定不可。メータ

ー無し） 

― ㎡ ― ― ― 

削減比率（％） ― ― ― 

事業系一般廃

棄物の削減 

1.905 トン 1.772 1.753 1.734 

削減比率（％） 7 8 9 

産業廃棄物の

削減 

18.3 トン 17.019 16.836 16.47 

削減比率（％） 7 8 9 
 )       

生産活動にお

ける対象品目

の不良率削減 

1357（2020 年度） PPM 1343 1330 1317 

削減比率（％） 1 2 3 

 

※化学物質を使用していないので項目から削除 

※井水を使用しているが量水計が無く測定不可 

・備考：購入電力の二酸化炭素排出係数：0.455kgCO2/kWh 
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■環境経営目標及び実績 

項目 単位 
基準年度      

‘16 年度 9～8 月 

環境目標   

‘２1 年度 9～8 月 

実績 

‘２1 年度 9～8 月 

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 543737 505675 368647 

電力使用量削減 KWh 1059247 985099 769417 

ガソリン燃料消費量削減 リットル 5498 5113  3178 

軽油燃料消費量削減 リットル 6470 6017 4337 

節水の推進（測定不可。

メーター無し） 
ー ー ー ― 

事業系一般廃棄物の削減 トン 1.905 1.772 0.470 

産業廃棄物の削減 トン 18.3 17.0 4.92 

項目 単位 
基準年度 2020 年

度 9～8 月 
   環境目標           実績 

生産活動における対象品

目の不良率削減 
PPM 1357     1343             344 

備考 

・購入電力の二酸化炭素排出係数：0.455kgCO2/kWh    

生産活動における対象品目の不良率削減ではデータ収集し 2020 年度を基準年度とする。 
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５．環境経営計画の取り組み結果 ・ 評価 及び

今後の取り組み 

方
針 

環境目標 環境経営計画の取組み項目 評価 総評及び今後の取組み 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 

電力の削減 

成型機に関わる使用電力削減の徹底 

不要な照明や休憩時間等の消灯 

成型機、付帯設備の日常的な点検、またメンテナ

ンス 

空調温度の適正化（冷房２８℃ 暖房２０℃） 

空気圧縮機のエア洩れ点検 

不使用の OA 機器の電源 OFF 

可能な限りで工場内の LED 化促進 

〇 

コロナ禍、半導体供給不足、その他不安定な国

際情勢により SUBARU 向けの生産ライン稼働

率も減少。前年と比較すると約 30 万台分の減

により電気使用量に差がある。場内の照明を４

つＬＥＤ化。今後は電気料金の値上げが懸念さ

れる。例年に比べ４ヵ月ペースで２０万、４５

万と驚異的な値上がりを確認。今後も成型機を

中心に電気使用量に注視し省電力化に努めたい 

自動車燃料

の削減 

効率的なルートで配送 

フォークリフトのアイドリングストップ 

急加速・急停車の防止 

冷房の控え目使用 

ハンドリフトの推進 

〇 
使用時間の短縮、ハンドリフトの使用、アイド

リングストップ、厳寒期のエンジンのかけ方な

ど、ドライバーの意識が変わりました。今後も

些細な所に気を付けていきたい。 

廃
棄
物
排
出
量
削
減 

一般廃棄物

の削減 

分別の徹底 

出来る限りのゴミの圧縮 

裏面が使用可能な紙ごみをコピー用紙として再利

用 

梱包材の再利用 

（基準年度のデータがないので今年度はデータの

収集） 

〇 

段ボール、紙、材料袋の紙素材の分別を徹底し

てから約３年が経ちその効果を実感している。

前年に比べると可燃ごみの搬送回数が 3 回から

2 回へと下がる。前々年度は 4 回である為、着

実に結果が出ているが、機械の稼働率にムラが

あるため一概には評価出来ない。今後も分別、

圧縮の徹底をし、少量化に努めたい。 

産業廃棄物

の削減 

廃棄物の置き場の素材別管理 

適正な作業方法にて廃プラの少量化 

作業ミスによる廃棄量の削減 

在庫数量の適正化等、在庫管理の徹底 

リサイクルの促進 

分別の徹底 

〇 
毎年 1 回搬送していた廃棄物ですが、今年度

12 月に一回搬送した事で、2 年に 1 回の搬送と

いう実績が作れた。管理者の適切な指示のもと

社内一丸となって取り組んだ結果であり、今後

もゴミの分別、圧縮の徹底に努めていきたい。 

排
水
量
削
減 

節水の推進 
節水シールの貼り付けとポスター掲示 

節水の呼びかけ 

（会長宅と同一量水計で個別データ収集不可） 
〇 冬場の凍結に注意。今後も節水に努めます。 

環
境
配
慮
製
品
の
促
進 

生産活動に

おける作業

効率の向上 

出荷検査不良数を対象 

標準作業の理解と遵守 

工程内、出荷検査不良の低減 

5S 活動を推進し、ムダを排除していく改善活動 

始業時に成型機の点検後チェックシートに記入 

４M 変化点管理の活動 

自主保全活動  

〇 

前年度生産台数と比べると約 1 割の 30 万台減

産となり、不良率の累計は約 4 割減り１３５７

PPM から 344PPM と、割合を見ると、不良率

の減少結果が確認とれる。社内で発生した不具

合に対し、管理監督者の対応、発生原因の根本

から見直し対策、作業者の理解度と標準作業の

遵守、無理無駄は無いか？などの日々の積み重

ねを今後とも徹底して品質第一に努めていきた

い。 

 

●今後もこの活動を継続して実施していきます。 
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６．環境経営報告  

 

工場内の照明をＬED 化 
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７．環境関連法規等の遵守状況・確認、及び評価、違反起訴

等の有無 

 当社に適用される主な環境関連法規等について確認及び評価をした結果、特に問題はありません

でした。また、関連当局からの違反などの指摘・訴訟は過去 3年間ありません。 

法 規 制 等 名 称 
遵守状況の確

認・評価 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 適合 

大泉町外二町環境衛生施設組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則 適合 

騒音規制法（群馬県生活環境を保全する条例） 適合 

振動規制法（群馬県生活環境を保全する条例） 適合 

道路運送車両法 適合 

フロン排出抑制法 適合 

浄化槽法 適合 

 

８．代表者による全体評価と見直し・指示 

環境経営目標を達成すべく、規則や基準を決め、社内一丸で守る事、また管理者は、そのフォロ

ーをしていく事で継続に繋がり、環境のみならず会社にとってもメリットある事を実感しています。前

年と比べると、半導体部品の供給不足による生産ラインストップ、減産が目立ち、マイナスな面が

多かったです。ですがコロナが終息を迎えそうな兆しがあることで、世界経済が良い方向へ向かう事

を願う次第です。また世界情勢ではロシアとウクライナの戦争、それに伴うグローバル社会のあり

方、サプライチェーンの変化、エネルギー・物価高。そして地球温暖化に伴う気候変動にも直面し

ています。弊社もプラスチック樹脂を扱う会社として、社会への環境配慮をこれからも十分に考えて

いく必要がります。昨年同様非常に厳しい時ではありますが、例年通り環境経営活動に対し勤勉

になる事で、より良い環境経営システムを浸透させていきたいと思っています。   

以上 

令和 4年 11月 22日 

株式会社 横山樹脂工業 

代表取締役社長 横山政幸 


